
秋田工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 応用数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0007 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造システム工学科（電気エネルギーシステム
コース） 対象学年 4

開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 高専テキストシリーズ 「応用数学」 上野建爾　監修　高専の数学教材研究会編　森北出版
担当教員 武井 由智
到達目標
１．複素数や複素平面について理解し、基本的な計算ができる。
２．フーリエ級数・フーリエ変換について理解し、具体的な計算ができる。
３．正則関数の微分について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
複素数や複素平面について理解し
、基本的な計算ができる。また、
関連する公式の証明を与えること
ができる。

複素数や複素平面について理解し
、基本的な計算ができる。

複素数や複素平面について理解し
ておらず、基本的な計算ができな
い。

評価項目2

フーリエ級数・フーリエ変換につ
いて理解し、具体的な計算ができ
る。また、ディジタル信号処理を
はじめとする工学的応用を理解で
きる。

フーリエ級数・フーリエ変換につ
いて理解し、具体的な計算ができ
る。

フーリエ級数・フーリエ変換につ
いて理解しておらず、具体的な計
算ができない。

評価項目3
正則関数の微分について理解し、
解説することができる。また具体
的な計算ができる。

正則関数の微分について理解し、
具体的な計算ができる。

正則関数の微分について理解して
おらず、具体的な計算ができない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 　複素数と複素関数、フーリエ級数、フーリエ変換について理解し、演習を通して関連する微分や積分を計算すること

ができるようになる。

授業の進め方・方法 　講義形式で行う。レポートを課し、小テストを行う。
　試験結果が合格点に達しない場合、再試験を行うことがある。

注意点

　定期試験の結果を70％，小テストを10％，レポートの結果を20％の比率で評価する．合格点は60点である．この科目
は学修単位科目のため，事前・事後学習としてレポートを課す. 特に、レポートの未提出者は単位取得が困難となるので
注意すること．
（講義を受ける前）基本的な微積分の計算が要求されるので、微分積分学I・IIの内容を復習しておくこと。また、予習
をすることが望ましい。
（講義を受けた後）復習を徹底すること。特に小テストについては返却後の再検討を行うこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業ガイダンス
複素数平面

授業の進め方と評価の仕方について説明する
複素数の四則演算ができ、複素平面と基本的な図形が
わかる。

2週 極形式 基本的な複素数のn乗根をもとめることができ、複素数
の乗算と図形の変換の関係を説明できる。

3週 基本的な複素関数 基本的な複素数関数（指数関数・三角関数）がわかる
。

4週 フーリエ級数の性質 フーリエ級数の意味がわかり、基本的な周期関数のフ
ーリエ級数を求めることができる。

5週 複素フーリエ級数 複素フーリエ級数を求めることができる。

6週 到達度試験（後期中間） 上記項目について学習した内容の理解度を授業の中で
確認する。

7週 試験の解説と解答
フーリエ変換とフーリエ積分定理１

到達度試験（後期中間）の解説と解答
基本的な関数のフーリエ変換を求めることができる。

8週 フーリエ変換とフーリエ積分定理２ いろいろなフーリエ変換を求めることができる。

4thQ

9週 離散フーリエ変換１ 基本的な離散フーリエ変換を求めることができる。

10週 離散フーリエ変換２、z変換、畳み込み いろいろな離散フーリエ変換を求めることができ、z変
換・畳み込みを適用できる。

11週 演習 ７週から１０週の内容に関する演習を行う。

12週 複素関数の微分とコーシー・リーマンの関係式 複素関数の微分可能性の概念を説明でき、コーシー・
リーマンの方程式を利用することができる。

13週 複素関数の積分とコーシーの積分定理 複素関数の積分の概念を説明でき、コーシーの積分定
理とそこから導かれる定理を理解・適用できる。

14週 演習 到達度試験の内容について理解度を確認する。
15週 到達度試験（後期末） 上記項目について学習した内容の理解度を確認する。

16週 試験の解説と解答
後期のまとめ

到達度試験（後期末）の解説と解答
授業内容をまとめる

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能 書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に

収集することができる。 3 後1



収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 3 後1

収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 3 後1

複数の情報を整理・構造化できる。 3 後7,後16
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 3 後7,後16

課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 3

後2,後3,後
4,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 3

後2,後3,後
4,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 3

後2,後3,後
4,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

事実をもとに論理や考察を展開できる。 3

後2,後3,後
4,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 3

後2,後3,後
4,後5,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


